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図　書・資　料　名 刊行部課名 主な内容 刊行年月 頁数

広報誌「群星」 総務部総務課
問い合わせ先：０９８－８６６－００４４（直通番号）

沖縄総合事務局の業務、動静等に
ついての広報誌。

奇数月 24

沖縄県経済の概況 総務部調査企画課
問い合わせ先：０９８－８６６－００４７（直通番号）

多くの方々が沖縄県経済を理解する
ための一助となるよう、本県の復帰
時から現在までの経済の動きについ
て、各機関が発行している様々な分
野にわたる統計資料を可能な限り時
系列で掲載し、本県経済に係るデー
タを収録している。

年1回
(10月)

82

令和２年度駐留軍用地跡地利用に関する市
町村支援業務（アドバイザー派遣等業務）報
告書

総務部跡地利用対策課
問い合わせ先：０９８－８６６－００４８（直通番号）

市町村が抱えている駐留軍用地跡
地利用の課題等の解決策及び跡地
利用計画の策定等を支援するため、
アドバイザーの派遣等を実施した事
業内容及びまちづくり先進地事例調
査等の報告。

R2.3 327

第49次沖縄農林水産統計年報 農林水産部統計調査課
問い合わせ先：０９８-８６６-１６７１(直通番号）

沖縄県の農林水産統計 R3.3 208

沖縄の農業農村整備の概要 農林水産部農村振興課
問い合わせ先：０９８－８６６－１６５２（直通番号）

沖縄総合事務局管内における国営
土地改良事業概要パンフレット

R3.3 A1版
A4折
込

令和２年度沖縄地域における水素・燃料電池
等活用による再エネ普及拡大に向けた広報事
業（水素エネルギー導入の可能性調査）調査
報告書

経済産業部エネルギー・燃料課
お問い合わせ先：098-866-1759

沖縄地域において、水素の利活用を
通じた再生可能エネルギーの更なる
導入拡大に向けた現状の課題や今
後の展望について広く県民の理解を
得ることを目的に、沖縄地域におけ
る水素エネルギー導入の可能性調
査を実施

R3.3 92

2020年度J－クレジット制度沖縄地域活用事
例集

経済産業部エネルギー・燃料課
お問い合わせ先：098-866-1759

J-クレジット制度の説明や沖縄地域
での活用事例を紹介

R2.9 17

今後重点的に強化する産業分野の検討に資
する調査報告書

経済産業部企画振興課
問い合わせ先：０９８－８６６－１７２７（直通番号）

沖縄経済を中長期的に層の厚い産
業構造にしていくため、沖縄の特性
を活かした製造業や高付加価値産
業であるIT及びバイオ産業等につい
て各種定量的データ等の分析により
現状を把握するとともに、地域経済
へのインパクト等の分析・評価等を
行った。

R3.3 70
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環金武湾地域におけるスポーツ・ヘルスケア
ツーリズム事業化調査報告書

経済産業部企画振興課
問い合わせ先：０９８－８６６－１７２７（直通番号）

スポーツ・ヘルスケアツーリズムの市
場規模を検証・分析するとともに、
ニーズ等を抽出し、”コンディショニン
グ”プログラムを含む観光プログラム
内容の検証及び受け入れ体制構築
に向けた検討・課題分析等を行っ
た。

R3.3 73

令和２年度（２０２０)　開発建設部の事業概
要・管内図（琉球の地域づくり　人づくり）

開発建設部　建設行政課　企画指導係
問合せ先：０９８－８６６－１９０８（直通番号）

開発建設部　各課における事業内容
説明及び管内図に事業個所を記載

R2.5 A1版
16面
折り

南部国道事務所事業概要 南部国道事務所調査第二課
問い合わせ先：098-861-2441(直通番号）

南部国道事務所の事業概要を記載 R2.6 20

北部国道事務所事業概要 北部国道事務所調査課
問い合わせ先：0980－54－2744（直通番号）

北部国道事務所の事業概要及び管
内図を記載

R2.5 8

国営沖縄記念公園事務所事業概要
（海洋博覧会地区事業概要）

海洋
博：
14

（首里城地区事業概要） 首里
城：
12

運輸要覧 運輸部総務運航課
問い合わせ先：０９８－８６６－１８３６（直通番号）

沖縄総合事務局運輸部の所管する
業務（海運、船舶、船員労働、自動
車運送事業、観光等）

R2.12 199

業務概況 陸運事務所輸送部門
問い合わせ先：０９８－８７７－５１４０（直通番号）

陸運事務所の所掌する業務（自動車
運送事業、自家用自動車有償運送、
自動車の登録・整備・検査等） R2.10 55

地域の観光資源を活用したプロモーション事
業「ドイツ、カナダから国際都市「東京」及び世
界水準の観光リゾート地を目指す「沖縄」への
周遊事業」報告書

運輸部企画室
問い合わせ先：８６６－１８１２（直通番号）

カナダ及びドイツ市場において、東
京と沖縄の周遊により、これまでに
ない重層的な日本旅行を提案し、誘
客促進を図るための事業報告

R3.3 62

令和２年度訪日グローバルキャンペーンに対
応したコンテンツ造成事業「首里城をはじめと
するインバウンド向けガイドツアー造成事業」
報告書

運輸部企画室
問い合わせ先：８６６－１８１２（直通番号）

首里城周辺地域を含む那覇市にお
いて、訪日外国人旅行者の滞在日
数及び消費単価の向上を図るツ
アーを造成し、旅行商品化するため
の事業報告

R3.3

令和２年度世界自然遺産登録に向けた受入
環境整備に係る実証調査事業報告書

運輸部企画室
問い合わせ先：８６６－１８１２（直通番号）

客単価が高く、地域での消費割合が
高い市場であるアドベンチャーツーリ
ズムの受入環境の整備を図るため
の事業報告

R3.3

令和２年度ナイトタイムコンテンツ造成事業
「首里城公園を中心としたナイトタイムコンテン
ツ造成事業」報告書

運輸部企画室
問い合わせ先：８６６－１８１２（直通番号）

首里城公園を集積拠点とし、ナイトタ
イム環境を整備し夜の消費活動を活
発化させることで、地域の活性化ひ
いては沖縄観光の更なる発展を図る
ための事業報告

R3.3

令和２年度ナイトタイムコンテンツ造成事業
「『日本初星空保護区』八重山における星空
ツーリズムコンテンツ造成事業」報告書

運輸部企画室
問い合わせ先：８６６－１８１２（直通番号）

星空ツーリズムに係るコンテンツの
高付加価値化を行うことにより、ナイ
トタイムにおける新たな消費機会の
創出を図り、観光消費の拡大を図る
ための事業報告

R3.3

データを活⽤したバス利⽤の促進に関する実
証調査報告書

運輸部企画室
問い合わせ先：８６６－１８１２（直通番号）

県内で唯一、複数事業者による路線
バスのリアルタイム運行情報を提供
している「バスなび沖縄」について、
活用状況や利用者の声を収集・分析
し、リニューアル版「のりもの
NAVIokinawa」に対し、上記で検討さ
れた検索性・視認性・操作性の向上
など、バス利用を促進する各種改善
方策の実装を行い、アンケート調査
等によって効果・検証した事業報告

R3.3

国営沖縄記念公園事務所 工務課
問い合わせ先：０９８０－４８－３１４０（代表番号）

国営沖縄記念公園事務所の事業
（海洋博覧会地区・首里城地区）の
概要を記載

R2.7

http://www.dc.ogb.go.jp/kouen/ocean/pdf/R2_kaiyouhaku_jigyougaiyou.pdf#
http://www.dc.ogb.go.jp/kouen/ocean/pdf/R2_kaiyouhaku_jigyougaiyou.pdf#
http://www.dc.ogb.go.jp/kouen/ocean/pdf/R2_kaiyouhaku_jigyougaiyou.pdf#
http://www.dc.ogb.go.jp/kouen/shurijo/shuri_jigyougaiyou.pdf#
http://www.ogb.go.jp/unyu/unyu_youran#
http://www.ogb.go.jp/unyu/unyu_youran#
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交通渋滞等の解消に向けた移動手段の多様
化及び周遊満足度向上方策に関する調査事
業報告書

運輸部企画室
問い合わせ先：８６６－１８１２（直通番号）

沖縄本島中南部における朝夕ピーク
時の交通渋滞等の解消に向け、マイ
カー通勤からバス通勤への利用転
換を促進するため、通勤ライナーの
実証実験を行い、また、沖縄本島北
部地区へアクセスするバスや高速船
の利用促進に繋げるため、ホテル等
にカーシェアリングサービスを整備
し、移動手段の多様化及び観光客
等の周遊満足度の向上を図った事
業報告

R3.3


